
 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年に開校した本校は、５年目の春を

迎えようとしています。ここには、かつて不

登校を経験した方や、外国籍で義務教育の機

会を十分に得られなかった方々が、「もう一度

学びたい」という願いを胸に通っています。 

現在、教室で机を並べているのは１０代か

ら４０代までの２１名。６カ国にわたる多様

なルーツをもつ生徒たちが、互いの違いを認

め合いながら共に学んでいます。私たち教職

員の使命は、生徒が自分の役割を果たし、自

分らしい生き方を実現できるよう、その土台

となる教育活動を提供することです。多様な

教育的ニーズを包み込む「インクルーシブな

学びの場」として、「各教科等の学習」と「支

援教育」の両輪を大切にしながら、教育活動

を推進しています。  

 

 

 

 

（１）各教科等の学習  

「わかる」喜びを分かち合う学習の工夫  

本校では中学校の教育課程を約７割に凝縮し

ていますが、教育課程の基本は全日制の学校と

変わりません。資質・能力ベースの授業をめざし、

教育センターが発信している「スタートとゴールを

意識した授業づくり」を実践しています。生徒の多

様なニーズに応えるため、ティーム・ティーチング 

を主軸に、観察・実験、ロールプレイング、プレゼン

テーションといった体験的な活動を重視するととも 

に、対話的な学びを大切にしています。また、教科  

 

 

 

 

 

 

の垣根を超えて全職員で授業づくりを検討し、全

ての生徒が目標を達成できるよう工夫を凝らして

います。特に外国籍の生徒に対しては、資料への

ルビ振りや「やさしい日本語」の使用、母語による

翻訳支援、日本語学習の教室外での個別指導

など、言葉の壁を越えるための支援を行っていま

す。また、必要に応じて小学校の学習内容に立ち

返るなど、柔軟な指導を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）支援教育  

生徒を主語にした重層的な支援 

私たちのミッションは、生徒の課題に誠実に向

き合い、「できない」を「できる」へと変えていくこと

です。そのため、職員室では常に「生徒を主語」

にして、一人ひとりの微細な変化や課題を語り合

うことを大切にしています。この「誰一人取り残さ

ない」姿勢を具体的な仕組みとしたものが、夜間

学級における「多層支援モデル」の実践です。 

【１次支援：集団全体への支援】  

全ての生徒が安心できる居場所をつくるため

の、集団全体への働きかけです。学びのユニバー

サルデザインの視点を取り入れ、視覚的な情報の

整理や多様な提示方法など、「学びの障壁」を取

り除く環境を整えることで、クラス全体の「わかる・

できる」を底上げしています。 

 

１ はじめに 

もう一度、学びの門を叩いた生徒と共に 

2 教育活動の柱 

夢と目標を全力で応援するために 

大野南中学校分校の取組  

共に学び、共に生きる ～夜間学級が紡ぐ「学習と支援」～ 
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【２次支援：個に応じた支援】  

１次支援では届きにくい特定の課題に対し、始

業前の時間や「ゆとりの時間（個人の課題に取り

組む時間）」を活用して、日本語学習や学び直し

などの個別学習を行っています。病状の悪化など

で欠席が多くなった生徒に対しても、「出席してい

ないから評価できない」で終わらせず、指導の機

会を設けて学習支援をします。 

【３次支援：関係機関とのチーム支援】 

貧困、DV、在留資格、精神障害など、学校だけ

では解決が困難な背景をもつ生徒に対しては、

専門機関と密に連携しています。毎週、SC や

SSW を交えた支援検討会議を実施し、多角的な

視点から指導方針を決定しています。また、貧困

の課題に対しては、NPO（ME-net）と連携した

食料支援を行うなど、生活基盤から支える体制を

整えています。 

こうした多層的な支援の土台となるのが、学年

の枠を超えた支援チームの取組や、心の隙間に

寄り添う随時の「チャンス相談」です。全教職員

で全生徒を見守り、誰一人取り残さない支援の

輪を広げています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開校からの４年間、私たちは生徒の多様なニ

ーズに対し、何が最適解なのかを模索し続けてき

ました。また、学習と支援の両輪を回すために、授

業研究や、在留資格、ICT の利活用、日本語指

導など多岐にわたる研修を重ねてきました。特に

Gemini をはじめとする Google Workspace の

積極的な活用は、生徒の学びを深めるだけでなく、

対面での支援に注力するための貴重な時間を創

出しています。 

こうした歩みの中で、確かな成果も見えてきまし

た。かつて不登校を経験した生徒が、今では毎日

休まず登校できるようになっています。また、生徒

一人ひとりが自らの成長を実感しながら自分らし

い生き方を模索し、笑顔で卒業しています。そして

大きな変化は、私たち教師自身の中にもありまし

た。多様な特性や困難を抱える生徒たちと向き合

う中で、教育に対する見方・考え方が大きく変わ

り、「生徒を主語にして取り組む」という教育活動

の原点に改めて気付かされたのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外国にルーツをもつ生徒や、不登校を経験して

中学校を卒業した生徒の増加が予測される中、

夜間学級が果たすべき役割は、これまで以上に

重みを増しています。私たちは、「誰一人取り残さ

ない」という信念のもと、「もう一度学びたい」と一

歩を踏み出した方々の夢や目標を、全力で応援

したいと考えています。そのためには、一人ひとり

の教育的ニーズに応じた柔軟な指導・支援と、仲

間と高め合う協働的な学びをさらに深化させてい

く必要があります。 

夜間学級での日々の関わりは、その全てが生

徒の自立につながる「キャリア教育」そのものです。

これからも、めざす生徒像を胸に、生徒が自らの

役割を果たし、自分らしさを大切にしながら生きて

いけるよう、全教職員で伴走していきます。 

４ 今後の展望  
学習と支援の両輪が、自立の礎に 

全ての活動を「キャリア教育」として 

３ これまでの歩みを振り返って 

教師もまた、生徒に生かされて 
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